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P2−85　 当科 にお け る婦人科肉腫 ・癌肉腫 に 関す る 臨床的検討
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【目的】婦人科肉腫 ・
癌肉腫は早期発見が 困難なうえ，治療抵抗性の 為極めて予後不良の 疾患である，過去 10年間当科で経験した症例の

治療成績お よび予後 につ い て 報告する，【方法】25症例 （子宮原発 13例，卵巣原発 10例，そ の他 2例）につ い て後 方視的 に臨床検討．年

齢は26− 67歳（平均 49歳）．進行期分類は 1期 ：8例、2期 ：2例，3期 ：9例，4 期 ：6例，病理組織型は平滑筋肉腫 ：11例，子宮内膜

間質肉腫 ；2例，癌肉腫 ：12例．【成績】子宮原発の 6例 は不正 出血，4例は下腹部痛を主訴と し，術前細胞診 ・組織診の 陽性例は 7例．

卵巣原発症例はすべ て 卵巣癌の 術前診断で 手術施行．手術術式は試験開腹 2例，腫瘍減量 手術 1例，単純子宮全摘術 ・両側付属器切 除術

施行 22例，骨盤内リンパ 節郭清 16例，傍大動脈 リ ンパ 節郭清施行 5例．初回手衛時 12例で 残存病変を認め，その 11例に対 して術後多

剤併用化学療法施行，奏効率 1896（CR ÷PR2例，翼C1例，　PD8鋤 で CR 症例の 生存期闘中央値 （MST）：56M，　PD 症例 MST ：7M ．

経過観察した 1例の 生存期間 11M ，一方残存病変 を認め ない 症例 13例で は，術後補助化学療法群 10例の奏効率 70％（CR＋ PR8例（MST ：

58M），　 PD2例（MST ：11M）），観察群 3例 MST ：56M，現在生存例はoptimal　surgery 完遂例及び再発
・
再燃を認めない 症例が ほ とん ど

を占め る．化学療法に抵抗性を示す症例が多い が，外科的治療に加え化学療法併用するこ とで 予後良好な症例も経験 した．【結論】肉腫 ・

癌肉腫は有効な治療法が確立 されて い ない 為，術後腫瘍残存 した場合の 長期生存はあ まり期待で きない の が現状 であ る．まずは第
一
選択

の外科的治療が長期予後に寄与すると考えられ るが．今後は更に術後補助化学療法を駆使した集学的治療の検討も必要で ある，
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（目的 冫子宮体部癌肉腫 （Carc三nosarcoma ，）にお け る 当院 で の 治療経過，長期予 後に つ い て 検討 した．（方法）対象は 1991〜

2005年に 当院 に て Carcinosarcoma．と診断 され た 64症例．平均年齢 は 60．81歳 （27〜87），臨床進行期 は，　 Ia期 1例，　 Ib
期 12例，Ic期 12例，　 Hb 期 1例，　 IIIa期 9例．　 IIIc期 20 例，　JVa 　pm　4 例，　IVb 期 5例で あ っ た，治療は手術療法を基 本 と し

（PALN 廓梼まで 44例，　 PLN 廓清 まで 9例，リ ン パ 節廓清なし 11例〉，　 adjuvant 　chemotherapy を 49 鋼 （76．5％ ）に 施行 し

た．（成 績）進行期嬲 5年生存率は，Ia，　 Ib期 IOOy． ，　 Ic期 60．61％，　 ma 期 23．33％，　 HIc期 5033％ で あ っ た．こ の 結果 よ り

さ らに，IIIc期 20例中播腫病変の ない 12例 （リ ン パ 節転移 陽性例 ）と IIIa期 9 例 （骨盤内播腫病変あり）の survival お よ

び disease　free　surviv 呂1につ い て検討 したが両群 に有意差 は 認め なかっ た．（結論）子宮体部 Carcinosarcoma．の 当院で の 臨

床成 績 を検討 し上 記 結果が 得 られ た．今後 子 宮体癌 （Endoraetrioid　adenecarcinerna ．）との 治療成績比 較検討す る 予 定で

あ る．
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【目瑚 子宮体部癌肉腫 は 予宮体癌に比 べ ，頻度は少ない もの の 予後不良で ある．その 臨床的牲格 を明 らか に し，最適な治療

法 を確立 す るた め，当 セ ン ターに お け る子宮体部癌肉腫症例 の 臨床病理学的検討を行 っ た ．【方法】1997年か ら 2006年 ま で の

9年間 に当セ ン ターに お ける子宮体部悪性i腫 瘍 は 229例，そ の うち子 宮体部癌肉腫 は 16例 で あ る．16例 に対 しそ の 臨床的背

景，治療法 ， 予後因子 に つ い て 検討 した．【成 績11，16例 の 年齢 中央 値 は 63歳 （55−’−77 歳 ），生 存 中 央 値 は 13 ヶ 月 で あ る．
2，1期 6例，II期 王例，1羅 期 5例，　IV 期 4例で，組織亜 型 は heterol◎即 us6 例，　 homolog 〔｝us8 例，未分類 2 例で あっ た．3，
リ ン パ 節転移 は 12例 中 5 例 （42％），脈 管 侵 襲 15例 中 9例 （60％ ），筋層 浸 潤 1／2以 下 5例11 ／2以 上 10例 で あっ た，期別

分類，病理組織亜 型，筋層浸潤，脈管侵襲，頸部浸潤，リ ンパ 切転移，付属器転移の有無にお い て，cox 比例 ハ ザードモ デ ル

を用い た 多変量解析 に て 筋層浸潤が 予 後置子と し て 有意に 抽畠さ れ た （p ＝e． 39＞．4，再発部位は 腹腔内 3例 ，腟 断端 2 例，
脳転移 1例，不明 1例で t 化学療法を施行 した 14例 は全例ア ン ス ラサ イ ク リ ン系を含む レ ジ メ ン にて お こ なわ れて い る．【結
論】子宮体部癌 肉腫 は 予後 不良 で ，類 内 膜腺癌 に 比 べ ，リ ン パ 節 転 移，脈 管 侵 襲 の 頻 度 が 高 い ．有 効 な補 助 療 法開発 の た め

の RCT が 望まれる．
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